
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

自らの人生を舵取りすることのできる民主的で持続可能な社会の創り手の育成 

かじ

 

「『好き』を育み、『得意』を伸ばす」に向かう教育課程の充実・改善 ❸－ 
 

【各教科等と総合的な探究の時間】 

◆　各教科等における取組で育まれた「好き」や「得意」の 
芽を、総合的な探究の時間おいて一層伸ばせる設計とする 
必要がある。具体的には、自己の興味・関心に関わる課題 
等に取り組む課題設定の質を重視することとした上で、教 
師を起点として共通テーマを設定する「テーマ探究」と併 
せて、個人を起点として課題を設定する「マイ探究」をバ 
ランスよく組み合わせるとともに、「研究系」「行動系」の 
ほか「創作系」を加え、教員集団がチーム「マイ探究」の 
指導に当たるなどの指導体制の工夫を提起した。 

 
◆　特に「創作系」の探究は、自らの人生を舵取りしていく 

上で、デジタル技術の恩恵を活用しつつ、興味・関心に基 
づく初発のアイデアを試行錯誤しながら作品を創り上げる 
創作者としての経験にもつながるものである。 
 

◆　また、特別活動の文化的行事では、総合や各教科等で育んだ「好き」や「得意」を発表する機
会を設けることが可能であることを明確化した。 

 
◆　こうした、自己の興味・関心に関わる課題等に取り組む探究や探究的な学びの充実が、「好き」

を育み、「得意」を伸ばすことに向かい、児童・生徒の学習意欲を喚起し、楽しく通いたくなる学
校を実現するとともに、「どのような進路なら選択できるか」ではなく、「どのような進路にした
いか」を意識する主体的な進路選択につなげることも重要である。 

 

源 流 
第３４２号　　教育長　　儘田　文雄 

　「今あるもの」で何ができるか 

 

 

 

 

  
※　コロナ禍の終焉まで続く、基本的な考え方でもあります。

えん

作家・詩人　アーネスト・ヘミングウエイ 

今は「ないもの」について考えるときではない。「今あるもの」で、何ができるか
考えるときである。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版） 


